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胃液 お よび喀 痰 よ りの結核 菌 の検 出 に関 す る知 的補 遺

第3報 ガフキー番号 と集落数の関係な らび に長期培養について

本 田 〓

北里研究所附属病院(指導 小川辰次)

受付 昭和34年4月30日

I緒 論

化学療法が広 く行なわれるようになつてか ら可検材料

よりの結核菌の検出率が減つていること,同 じガフキー

番号の もので も化学療法以前に比 して集落数が減少して

いること,あ るいは塗抹陽性培養陰性のものが増してい

ること等1)が 証明されている。それで私は化学療法の実

施中のあるいは実施後の患者より,同 時に喀痰と胃液を

採取して,塗 抹染色するとともにこれを定量培養するこ

とにより,種 々のガブキー番号中の集落数を計算し、こ

れを化学療法以前の小川の成績2)と 比較することに よ

り,は たして以上のような事実があるかどうかを検討す

るとともに,化 学療法中 あるいは化学療法後の別の対

象、すなわち主として塗抹陰性の喀痰,お よび喀痰の欠

如した患者より採取 した胃液 を培養 して,2ヵ 月観察の

のち,陰 性のものについてはさらに5ヵ 月間の長期培養

を実施 し,長 期培養によ りはたして検出率を高めること

ができるか どうかを検討したので報告する。

II実 験 方 法

1.ガ フキー番号と集落数について

喀痰,胃 液 ともに化学療法を実施中のあるいは実施後

の患者であつて,主 として塗抹陽性の喀痰 を出している

ものを選んだ。方法の詳細は第2報 に準ずるが簡単に記

すと,実 験総数は134例 であつて,喀 痰は単純塗抹にょ

り,ま た胃液は遠心して沈渣を塗抹して,チ ール ・ピク

リン酸法により染色鏡検してガフキー番号をみるととも

に,喀 痰は8%NaOHで2倍 に稀釈したものを原液と

し,胃 液は前処理して遠心した沈渣を原液 として,さ ら

に101～107く らいまでに稀釈し,各 稀釈段階を0.1cc

3%小 加培地に2本 宛接種し,8週 まで観察して 得た

集落数を喀痰は100中 の,胃 液は沈渣と160中 の集落

数に換算 して比較 した。

2.長 期培養

イ)喀 痰:肺 結核症の 患者2、521例 で あつて,大 部

分の ものは塗抹陰性である。この喀痰を型のように8%

NaOHを 等 量加えて均等化 し,そ の0.1cc宛 を3%

小 川培地に2本 宛接種 し2ヵ 月間観察して,培 養陽性

を示した487培 地 を除いた4,555本 の培地を,さ らに

1ヵ 月ごとに5ヵ 月まで培養を継続観察した。なお凝固

水の消失しているもの,あ るいは少なくなつているもの

に対しては,観 察期間中ときどき滅菌蒸溜水を0,1～0.2

cc宛 加えた。

ロ)胃 液:実 験総数646例 であつて,い ずれ も喀痰

の欠如しているものだけを採取した。培養の方法は,採

取した胃液に対しては1/4量の20%NaOHを 加 えて振

盪 して均等化 し,こ れを1分 間3,000回 転 の遠沈器で

30分 遠心し,得 た沈渣の0.1cc宛 を2本 の3%小 川

球地に接種 し,2ヵ 月間の観察で陽性であつた49本 を

除いた1,243本 の培地を,前 同様にして5ヵ 月間にわ

たって,き らに培義を継続した。

III実 験 成 績

1.ガ フキー番号と集落数

喀痰の成績は表1の ようである。 塗抹陽性で あつた

ものは合計76例 であって塗抹陽性培養陰性例はガフキ

ー1号 の もの12例 中の3例(25.0%),比 較 の文1象

となつた76例 に対しては3.9%で あ る。発育 した最

多集落数は1号 では106ど ま り,2号 よ り10号 まで

は いずれも107ど ま りで あるが,8号 だけは1例 が

108を 示 した。すなわち最多集落数においては,そ の分

布はガフキー番号 と必ずしも平行して多 くはなっていな

い。次にその最少集落数をみると,ガ フキー番号の多 く

なるに従つて多少集落数は多 くなつて くる傾向にはある

が,そ の傾向は著明ではない。

次に胃液の成績を表2に 示した。塗抹陽性で あつた

ものは39例 であるが,ガ フキー3号 以上は あま り例

数が少ないのではつきりしない。まず塗抹陽性培養陰性

例は,ガ フキー1号 の21例 中の2例(9.5%)で あ

って,総 数39例 の7.7%で ある。次に最多集落数は

6号 の1例 を除 くと1号 か ら10号 までが106ど ま

りである。また最少集落数をみると,ガ フキー番号の増

すにつれて集落数の増加がある傾向が多少み られる。

2.長 期培養

イ)陽 性率

この表は培地数で示してある。 喀痰では3ヵ 月 以後
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表1喀 痰におけるチール ・ピクリン酸法による塗抹成績 と160中 の集落数の関係

注:1)ロ ーマ数字はガフキー番号を示す

2)算 用数字は例数を示す

表2胃 液 に お け る チー ル ・ピ ク リ ン酸 法 に よ る塗 抹 成績 と1cc中 の集 落 数 の 関 係

注:1)ロ ーマ数字はガフキー番号を示す

2)算 用数字は例数を示す

表3長 期 培 養 に お け る陽 性 率

の観察培地数は,表 に示すように各月によつて異なって

いる。 それは3ヵ 月 までは5,042本 中の陽性培地 数

487本 を除いた4,555本 を観察したが,そ の後は主 と

して6ヵ 月を中心として,そ の中の1群 ずつをその月

のみについて観察したためである。胃液でも同様のや り

方で観察 した。

喀痰の成績は2ヵ 月間の観察で 陽性を示したものは

9.6%で あるが,そ の後の培養により3ヵ 月で4本,

4ヵ 月で3本,5ヵ 月で2本 の培地に陽性 となつた。

6ヵ 月,7ヵ 月では陽性 となつたもの は1本 もない。

これを合計すると9本 であつて,使 用培地総数に 対し

ては0.17%に しかすぎない。次に胃液では2ヵ 月ま

での陽性培地数は3.8%で あつて,そ の後は3ヵ 月,

4ヵ 月にそれぞれ2本 の 培地に 陽性を示したが,5ヵ

月,6ヵ 月,7ヵ 月では陽性を 示した ものは1本 もな

い。これを合計すると4本 だけにすぎない。 すなわ ち
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使用培地総数の0.15%で あ る。

ロ)集 落数

表4長 期培養で陽性 となつたものの集落数

集落数は,喀 痰においては9本 中の2本 は無数であ

り,2本 は10の 桁,5本 は1の 桁である。 また 胃液

の4本 はいずれ も1の 桁である。すなわち喀痰で も胃

液で も集落数の少ない ものが多い。

IV総 括および考察

ガフキー番号と集落数の実験では喀痰,胃 液 ともに塗

抹陽性培養陰性の例数が非常に少なかつたことは,以 前

の入院中の定期の検査でなるべ く塗抹陽性,あ るいは培

養陽性の患者を選んだことによると思われる。次に喀痰

の成績を化学療法の 行なわれなかつた,小 川の昭和26

年 の著書の成績 と比較 してみよう。小川の成績では,集

落数はガフキー番号の多 くなるに従つて,増 加する傾向

がはつきり認め られている。しかし私の化学療法の実施

されたあるいはされつつある患者の喀痰においてはこの

傾向は著 しくない。さらに同じガフキー番号の集落の数

を比較 してみると,小 川のものは明 らかに多い。ことに

ガフキー5号 以上のものにおいては著明である。すな

わち今回の私の成績は,化 学療法以前の小川の成績に比

して,ガ フキー番号の多くなるにつれて,集 落数の多く

なる傾向が はつきりしないし,集 落数 もがいして少な

い。この成績は,小 川 らをはじめ多 くの諸先進によつて

認められてい る化学療法後の結核菌の検出率の減少や,

集落数の減少の事実を裏書 きするものと思われる。なお

喀痰 と胃液について,発 育した集落数を同じガフキー番

号のものについて比較してみると喀痰のほうが多い。喀

痰は集菌しない そのままの材料中の1c6の 集落数であ

り,胃 液では集菌した沈渣1cc中 の集落数であるのに

かかわ らず胃液のほうが少ないことは、前にも述べたよ

うに胃液 自身による結核菌の傷害の事実を示すものであ

ろう。

次に長期培養の考えは,GladysL.Ilobbyら5)の 切

除肺病巣の実験か ら出発している。その後わが国でも切

除肺病巣に ついて 小川 ・古久保4),伊 藤 ・亀山 ら5)が

実験しているが前者は6ヵ 月,後 者は8ヵ 月までの培

養により,い ずれ も多少の検出率の増加を示してい る。

また小川 ・古久保,Edith L.Duerr6),西 村 ・吉田ら7),

富 田8)は 喀痰 について,A.Warren Jonesら9)は 喀

痰,胃 液,尿 等に ついて,12,16,26,30週 の 培養を

継続することに より,従 来の2ヵ 月 程度の観察期間で

陰性であつて も,塗 抹で陽性であつたものでは小川らは

12%,富 田は18.4%に おいて培養陽性を示してい る

が,A.Warren Jonesは1.9%,西 村 は616例 中 の

4例 の陽性を得たのみである。私の成績は前述のように

喀痰で0.17%,胃 液 では0.15%の 増加であって,そ

の傾向は後者の人たちと合致する。このことは,私 の材

料が塗抹陰性例が大部分であつたためと思われる。以 上

の成績か ら塗抹陽性の ものはともか くとして,塗 抹陰性

例においては長期培養によつても検出率を増すことは不

可能のように思われる。

V結 論

1)化 学療法を実施 されつつある,あ るいは実施後の

肺結核症の患者134名 について胃液 と喀痰を採取して.

ガ フキー番号をチール ・ピクリン酸法で検査す るととも

に,そ の集落数を喀痰は小川の定量培養法により,胃 液

は古久保の方法によ り,前 者は1cc中 の集落数 と後者

の沈渣100中 の集落数を出しこれを比較した。その結

果次のような成績を得た。

イ)喀 痰は塗抹陽性のもの76例 についてみると,そ

の最高値 は1号 で106桁2号 女り10号 までは107

桁 どま りである。次に胃液では塗抹陽性のもの39例 に

ついてみると,集 落数の最高値はガフキー1号 より10号

までいずれも106の 桁であつて,喀 痰の 同じガフキー

番号に比して少ない。次に喀痰,胃 液 ともにガフキー番

号の多くなるにつれて,集 落数の多くなる傾向は著明で

ない。

ロ)喀 痰の成績は化学療法以前の成績に比較すると明

らかに集落数は少ない。

2)化 学療法実施中のあるいは実施後の患者の中で塗

抹陰性の喀痰2,021例(使 用培地数5,042本)お よび

喀痰欠如の場合に採取した胃液646例(使 用培地数1,292

本)を 培養して2ヵ 月観察したのち陰性で あつたもの

について,さ らに5ヵ 月観察したが,陽 性で あつたも

のは喀痰 で9本(0.17%),胃 液で4本(0.15%)

で あつた。これ らの大部分は集落数が少なかつた。

稿を終わるに臨み終始懇切な御指導,御 校閲を賜わつ

た,東 京慈恵会医科大学矢崎芳夫教授および北里研究所

附属病院小川辰次部長に対し深 く感謝の意を表します。
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